
八雲警察署からお知らせ

　10月に入り、八雲町や長万部町にあるガソリンスタンド、会社事務所やお店を荒らされる泥棒事件

が連続して発生しており、八雲警察署としては警戒を強めています。深夜、営業の終わったスタンド

や会社事務所などに不審な人影や車両を見かけましたら、八雲警察署、または110番通報をお願いし

ます。また、被害に遭わないようにするために、次のことに注意しましょう。

○出入口ドアや窓に鍵を掛け、防犯ブザーもつけましょう。

　泥棒は音を嫌います。万が一ドアや窓を開けられても、ブザーが鳴るとびっくりして逃げます。

○敷地内にセンサーライトをつけましょう。

　泥棒は、明かりを極端に嫌います。ライトが点灯すると効果的です。

○24時間作動する防犯カメラをつけましょう。

　事務所や店内に防犯カメラを設置しているだけで、泥棒に対する抑止効果があります。

○営業時間外は、現金を置かないように心掛けましょう。

　年の暮れに近づくと、事務所荒らしなどの泥棒事件のほか、一般住宅を狙

う空き巣や忍び込み事件の発生も増える傾向にあります。泥棒から自宅など

を守るために、次の被害防止ポイントを実践しましょう。

☆被害防止ポイント☆

○外出する際は、短時間の外出であっても確実に鍵を掛けましょう。

○外出時は、室内には音の出るラジオやテレビなどをかけ、在宅しているよ

　うに見せかけましょう。

○補助錠やセンサーライト等の防犯機器を活用しましょう。

【問い合わせ・申し込み先】函館方面八雲警察署　 10137－64－2110

ガソリンスタンド、会社事務所やお店などが狙われています

■
弁
護
士
な
ど
に
法
的
問
題
に
つ
い
て
相
談
す
る
こ
と
を
一
般
に
法
律
相
談
と
い
い
、

当
事
務
所
で
も
、
日
々
皆
さ
ま
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
さ
て
、
今
回
は
、
こ
れ
か
ら
法
律
相
談
を
し
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
に
向

け
て
、
法
律
相
談
の
手
順
や
コ
ツ
を
紹
介
し
よ
う
と
思
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ま
す
。

■
当
事
務
所
を
は
じ
め
、
一
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に
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律
事
務
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は
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と
し
て
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約
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な
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て
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す
。
法
律
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談
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よ
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、
ま
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け
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い
た
だ

き
、
日
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を
し
ま
す
。
飛
び
込
み
で
来
ら
れ
た
場
合
、
弁
護
士
が
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し
て

い
た
り
し
て
、
無
駄
足
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
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の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
予
約
の
段
階
で
は
、
相
談
し
た
い
内
容
を
簡
単
に
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
内

容
に
よ
っ
て
は
、
法
律
事
務
所
以
外
に
、
よ
り
適
切
な
相
談
窓
口
が
あ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
別
の
窓
口
を
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
弁
護
士
に
相
談
す
る
べ
き
内
容
か
ど
う
か
迷
っ
た
場
合
で
も
、
ま
ず
は

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
電
話
を
か
け
た
だ
け
で
費
用
が
発
生
す
る

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
法
律
相
談
当
日
は
、
原
則
と
し
て
法
律
事
務
所
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
事
情
が
あ
っ
て
事
務
所
に
来
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
な
ど
に
は
、
自
宅
や
公
的

施
設
な
ど
、
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務
所
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の
場
所
で
法
律
相
談
を
受
け
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と
が
で
き
る
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
。
法
律
事
務
所
ま
で
赴
く
の
が
難
し
い
と
い
う
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
こ
の

点
に
つ
い
て
も
お
伝
え
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

■
法
律
相
談
は
、
多
く
の
場
合
、
一
回
あ
た
り
30

分
〜
1
時
間
程
度
と
な
り
ま
す
。
相

談
内
容
に
関
す
る
資
料
や
、
事
実
経
過
を
書
い
た
メ
モ
な
ど
が
あ
れ
ば
、
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
法
律
相
談
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
法
律
相
談
は
、
内
容

や
事
情
に
応
じ
て
、
無
料
で
承
れ
る
場
合
も
多
く
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
予
約
時
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
さ
て
、
今
回
は
、
法
律
相
談
の
流
れ
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少

し
で
も
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
方
は
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ぜ
ひ
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で
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。
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で
も
、
ご
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談
を
承
っ
て
い
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す
の
で
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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